
入力 所見名 疑い 部位 所見 区分 サイズ(mm) 個数

□ 所見なし 13 1 ◎

□ 脂肪肝 (　軽 ・ 中 ・ 高　) □ 1 1 3

☑ 肝のう胞　[　　　　   ] □ 1 4

□ 肝血管腫　[　　　　　] □ 1 8 3

□ 胆のうポリープ □ 2 16 2

□ 胆のう結石 ( 壁評価可能 ) □ 2 22 3

□ 胆のう腺筋腫症 ( 壁評価可能 ) □ 2 19 3

□ ( 右・左・両 ) 腎のう胞 □ 43 2

☑ ( 右・左・両 ) 腎結石 ☑ 51

☑ □
□ □
□ □
□ 胆のう摘出後 2 27

□ 膵一部描出不良 ( 頭 ・ 体 ・ 尾 ) 4 105 3

□ 膵描出不良 4 79 3

☑ ◎

入力 所見名 部位1 部位2 所見 区分 サイズ(mm) 個数

□ 所見なし 98 1

☑ 1

□ ( 右・左・両 )[ 総・内・外 ] 

☑ 2

□ ( 右・左・両 )[ 総・内・外 ] 

□
□
□
□

検査者印 検査者印

読影医印

検査者印は担当が同じであれば右下1か所で構いません

( 右・左・両・峡 ) 甲状腺 [　　  　　　]

頸　動　脈

( 右・左・両 )[ 総・内・外 ] プラーク

( 右・左・両 )[ 総・内・外 ] IMC肥厚

頸　動　脈　判　定　区　分

腹　部

描出不良・不能 ( 部位 ：　　　　 　　 )

写真ホチキス留め位置　⇒◎　　

一般財団法人　日本健診財団

備　考 腹 部 判 定 区 分

A ・ B ・ C12 ・ C6 ・ E ・ F ・ D
1 ・ 2 ・  3  ・ 6  ・ 7 ・ 9 ・ 8

備　考

A ・ B ・ C12 ・ C6 ・ E ・ F ・ D
1 ・ 2 ・  3  ・ 6  ・ 7 ・ 9 ・ 9

dc

a

Right

CCA Bif ICA

ECA
MAX-IMT(部位： )＝ mm

Left

CCA Bif ICA

ECA

MAX-IMT(部位： )＝ mm

該当する所見に
レ点チェックする

区域を記載する 該当する部位・所見
判定区分を記載する

サイズ・個数を
記載する

印字されていないものは
手書きで記載する

b

対応する写真と

同じアルファベット

または数字を記載する

ab
c

d

写真に対応する

ボディーマークを

記載する

腎臓など左右で同じ所見が

ある場合は、両側(両腎)の
部位コードを使用する

判定区分は重い区分にあわせる

フリースペースにシェーマを記載する

a
b

c

対応する写真と

同じアルファベット

または数字を記載する

受診票に過去所見があれば転記する
医師・技師がわかる略語などを使用してよい

検査実施者の
サイン又は印鑑


